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mV用温度伝送器(ETR-32形),各種差圧伝送器シリーズ(EDR-

11,EDR-11F,EDR-11A,EDR-11H,EDR-11L),圧力伝送器(ER-

11),縦形表示計器シリーズ(VKP81-D形2ペン記録計,MI形指示

計,ⅤⅠ81-E形偏差指示調節計)などが開発され日本の工業の近代化

に役立っている｡空気式計掛こおいても差圧伝送器シリーズ(FPR-

7,FPR-7F,FPR-7A,FPR-7H,FPR-7L),圧力伝送器(PPR-3

L)をはじめとし各種表示計器の改良開発が行なわれた｡技術と実

績を誇る放射線応用計器の分野では,世界的記録品である鉄鋼圧延

磯用ガンマ線厚さ計を開発し,放射性同位元素を利用して電子計算

機による制御をも可能とした｡またこの種放射性同位元素を利用し

た計器が汎用化され,土建界から永年渇望されていた土壌中の水分,

密度を直読できるSA形ポータブル水分計が開発され,新しく業界

の注目を浴びつつある｡また計器一般の汎用化ともいうべき中小規

模計装のた捌こ簡易計装計器の改良開発も進められ各種プロセス制

御の近代化に貢献している｡

電 気 計 器

41年度は新電気事業法実施2年目にあたり電圧管理を中JLとす

る測定器が順調な伸びを示した｡特にK-1形電圧管理計,K-2形

電圧表示計は大量に生産された｡

配電盤用計器では必要目盛範囲を拡大したSR35形拡大目盛交流

電圧計,最高最低指示指針付計器,縮小パネル用80mm広角計器

シリーズが完成し品種の拡充が図られた｡

テレメータ関係ではTES61形,TD61形などの完全静止形送量

変換器が,関西電力株式会社,巾都電力株式会社,四国電力株式会

社,名古屋市水道局などに納入され,好評を得ている｡木器は性能

および信煩性,操作の簡便さ,小形軽量などの特長を石し,今後も

電力,水道,ガス事業,石油化学,重工業からの受注が期待される｡

実験研究室用記録計ではQPD73形二素子卓上記録計の新棟種が

加わり利用範囲が拡大されている｡

継 電 器

41年度は,誘導円筒形継電器がさらに充実されるとともに,制御

用継電器として,長寿命モータタイマーが開発されたが,掛こトラ

ンジスタ継電器が試用段階を経て,実用段階に入った年といえる｡

トランジスタ継電器を電磁形と比較したとき,電磁形では得られな

かった性能が得られる点に,その特色があり,現に,高速度動作,

高感度などを要求する装置,可動部や接点をきらう装置,特殊性能

を要求する装置などに採用されている｡

たとえば,超高圧送電線のキャリヤリレー装置用継電器,負荷時

電圧調整装置用電圧継電器,共架多回線送電線用差電流継電器,そ

の他直流限時継電器,高精度周波数継電器など,数多く実用化され,

特長を発揮している｡

また,漏電警報器(電気火災警報器)ほ,低圧回路の地絡継電器と

して,高感度化小形化されており,一般の日常生活にまでトランジ

スタ継竜一器が入りこんだ例である｡

羊聖化学機器

電子顕微鏡,質量分析計ほ国内はもとより海外にも多数納入され

世界的な製品として注目されている｡

電子顕微鏡では分解能1.18Aという世界最高記録を樹立し,日立

の電子顕微鏡の技術の優秀性を世界に示している｡41年においてほ

4月にはRCA社についで1,000台生産を達成し,8月には1,000

kV超高圧電子顧徴鏡の完成(区=)650kV超高圧電子顕微鏡を西

ドイツ最大の総合研究所であるマックスプランクから受注など,超

高圧電子顕微鏡におい

ても世界最高水準の技

術を発揚している｡特

に1,000kV超高圧電

子顕微鏡は500kV超

高圧電子顛傲鏡の技術

を基に日立独自の総合

力で1年をまたずし

て,完成された｡分解

能10A以下倍率1,000

kVにて100,000Ⅹに

達する性能をもち世界

の注目を集めている｡

質量分析においても

広範仰の応用分野に適

応するRMU-6E形質

量分析計を開発し,ガ

スクロマトグラフと直

結する分析に成功,有 図11,000kV超高圧電子顕微鏡

機化学分析の広範囲の

利用において世界の注目を集めている｡

Ⅹ線微小部分析計として開発されたⅩMA-5形Ⅹ線微小部分析計

は超軟Ⅹ線B,C,N,0の高感度検出,3チャンネル方式であるが,

コンパクトで操rF簡易の特長がかわれ,金属関係部門から注目され

ている｡

光度計においてはRSP-2形ラビッドスキャン分光光度計,EPトL

形赤外分光光度計,207形原子吸光装置などの新執吊が開発され,

紫外,可視,赤外分光計の分野が一般と整備拡充された｡分析装置

iこおいても115形分子量測定装置,ビルデノブロック方式を採用し

た高性能万能形のK-53形ガスクロマトグラフ,工程管理分析に最

適な普及形K-23形ガスクロマトグラフなどの新製品が完成され

た｡そのほか医学,三哩学,農学など研究に不可決の道具である超遠

心機に対し,大容量処理ができる高速度な18PR形冷凍遠心機が開

発され,冷凍能力(1kW)が大きく,自動化された操作が高くかわ

れ,大学,研究所において好評を博している｡

放射線装置

がん対策が国家的事業として取上げられ,がんセンターの増設,

強化,病院の医療施設の充実をはじめ早期発見に必要な胃集団検診

車の増設などが具体的に進められてきた｡日立製作所では従来から

がん対策を重点に各種医療棟器を製作してきたが,41年度は引続い

てその開発,改良を行ない棟器の充実を図った｡

胃集団検診用Ⅹ線装置は数年前他社に先がけて開発されたが,Ⅹ

線管の位置など撮影方式を変えたTH-331形が新たに完成し,その

1号機が千葉県庁に納入された｡医師および被検者のⅩ線被曝を少

なくするⅩ線テレビ装置は需要も活発となり,全遠隔操作のテレビ

専用透視台TH-500形を完成,治療而では60co回転照射治療装置

の性台巨を一段と向_I二したTC-300RAH形を完成した｡

工業用Ⅹ線装置関係では景気の回復とともに需要も多くなってき

たが,特に注目を集めたのほ密封容器Ⅹ線lて1動高速選別装置で,国

内ではじめて完成されたもので,外国製品にない数多くの特長をも

っており,食品関係の容器内液面を正確に能率よく検査できるもの
として今後各方面での需要が期待されている｡1号磯は41年6月

サッポロビール株式会社目黒工場に納入され缶ビールの品質管理に

活躍している｡
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計 測 制 御

■ 直列水系における水位制御

上流発電所の放流量をそのまま下流発電所で使用する直列水系で

は,水をむだに流すことのないように上流発電所の出力変化に応じ

て下流発電所出力を調整する必要がある｡特に上流発電所の出力変

動が激しい場合,あるいは中間の調整池容量が小さい場合は手動で

安全運転することはほとんど不可能である｡

昭和41年10月,関西電力株式会社,黒部川第2,新崇部川第2

発電所に納入した水位制御装置はこれを自動化したもので,その制

御内容は次のとおりである｡

(1)流量平衡制御 調整池の流入,流出量の平衡をとって水

位変動の原田を早めに除くもので,速応性と安定性がすぐれて

いる｡

(2)水位補正制御 水位がずれたときこれを補正する制御

(3)残流自動補正制御

(4)上流発電所の発電機運転台数および残流の大きさに応じて

下流発電所の発電機を自動的に起動,あるいは停止させる制御

特に上記(3),(4)項の制御は新しい試みで,これによって発電

所運転員の業務を著しく軽減させることができる｡

■ 分塊圧延工程における

マニプレーションの自動化

製鉄の分塊圧延工程における,インゴットの転回操作,すなわち

マニプレーショソほ,左,右サイドガード,フィンガ三者の関連操

作によって行なわれ,分塊工程の自動化のうちで,困難なものの一

つである｡今回開発した自動マニプレーショソの方式は,日本鋼管

株式会社納CPC装置(CardprograⅡlCOntrOl)において採用された

もので,従来のシーケンス制御的な方式に,各可動部の速度協調が

加えられ,より確実に円滑に転回を行なっている｡転回失敗せず

に,転回を行なうには,ピボット点Aを支点として,すべらぬよう

に転回するのがよいので,フィンガ先端Fの軌跡はFAを半径と

し,Aを中心とする円弧を描かねばならない｡また,転回完了時テ

ーブルへの衝撃を軽減するため左サイドガードはC点に接しながら

動くのが望ましい｡図1で左右ガード,フィンガの位置および速安

を求める｡

_方c=lγ＋ガ‾sinβ…

方ダ=lγ-(Iγ-β′)cosβ

ゐ=(Iγ-β′)sinβ....

したがって三者の速度比は

‥(1)

‥(2)

‥(3)

■ マルチ･チャンネル･プログラム

制御装置

従来染色工程の自動温度プログラム制御の方式としては,カム式

のプログラム調節計を染色槽ごとに設けて行なう方法が採用されて

きたが,最近の懐向として,品質の向上工程管理の合理化などが

強く要望されるようになってきた｡本装置は84台の染色槽の温度

を集中管理,制御する目的で開発したものである｡従来方式に比べ

て,本装置の採用によって次のような利点が得られる｡

(1)プログラムの設定,計算をディジタル量で行なうため,誤

差が少なく,再現性が良好で均一な品質が得られる｡

計 測 機 器 65

本装置の主要部は磁気演算増幅器,トランジスタ,SCRを主体と

して構成してあるので,装置が小形化され,かつ信検疫の高いもの

である｡図1は水位制御装置の外観図である｡

蔓ニコ

囲1水位制御装置

ヰ 渉 雌

身c:身ダ‥滋=〟cos伊･∂=(Ⅳ一刀′)sinβ･♂:(Ⅳ-β′)

cosβ艇誌･ん‥tanβ･ん九‥…‥(4)

となる｡

(4)式よりフィンガ上昇速度Jまを基準とし(4)式の関係で左右ガ

ードを動かせばよいことがわかる｡一方克はフィンガ駆動電動機回

転速度ナとフィンガ高さゐの関数′(ゐ)との積として表わされる｡

左=′(ゐ)･ト‥‥.‥(5)

速度協調方式は(4),(5)式

に従い,演算増幅器,関数発生
〃

器を用いて,一両,tanβ,

_r(ゐ)を実現し,‾J;と(4)式
の関連をもつ速度となるよう,

左右ガードを制御しつつ転回す

る方法である｡図1でβ′ほフ

ィンガの長さ,鼠卓0は転回前

の点方βで左方に正である｡I町

仇まインゴットの幅および高さ

である｡
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図1マルチ･チャンネル･プログラム制御装置
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し2)プログラムの変更をきわめて短時間に,容易に行ない得る｡･

(3)プログラム制御の起動,停止が,スイッチの操作で簡単に

できる｡

(4)各槽ごとの運転経過時間を数字で表示する,制御結果が異

常になった場合に警報を発するなど,運転管理が行ないや

プログラム信号を出して各染色槽に分配する｡調節部では各染色槽

から信号と,プログラム信号から所定の制御信号を発生するととも

に温度の測定値を記録

する二､

染色と類似の工程を 単

すい0 もつ熱処理工業,醗酵
ヨ

図lに本装置の外観を,図2に温度プログラムの例を示す｡本装 工業などの自動化にも

置は大別してプログラム信号発生部,調節部より構成される｡プロ 広く使用されることが

グラム信号発生部は,ピンボードおよぴコア式半固定設定板に設定 期待されるこ

された値と,メモリコアを使用した経過時間カウンタの内容から,

時 間

囲2 プログラムの形

■ ゲート集中自動制御装置による

流量の計算制御

都市における水不足を解決するため,限られた水量を有効配分す

る方法として,水系のゲート総括制御が近年クローズアップされて

きている｡本装置は,この要望に応じて開発されたものである｡1

個所のゲート自動制御装置(日立評論Vol.48,No.4,12頁)は,数

年前より実用化されているが,本装置ほ,水系内に点在するゲート

の開度,およびこれに関連する水位をテレメータにより,中央管理

所に集め,これから系内への取水量を計算し,上水道用水,河川の

浄化用水が,最も合理的な流量配分となるよう個々のゲートをお互

に関連ずけて,定水位制御,または定流量制御をするものである｡

本装置の演算素子は,すべてワイヤスプリングリレーを用いて,

単能の計算回路を組んでいるので,軍と調の設備を設けなくても,オ

ンライソ制御に十分な信痺度が得られ,その上取扱い,保守が簡単で

ある｡また電子計算機を用いたこの種の機器に比べ経済的である｡

治水事業への関心が高まっているおりからこの種装置は,今後,ま

すます河川,あるいはダム管理に使用されることが期待される｡図

1は本装置の外観である｡

図1 ゲート集中自動制御装置

■ 電子式定期券自動改札装置

電子式定期券自動改札装置は,駅の改札口の混雑の緩和と改札掛

員の負担軽減を目的として開発されたもので,完全に自動的で速や

かに定期券の改札を行なう装置である｡まずゲート入口の旅客通行

に対し,平行に設けられた連続そう入スリットに定期券をそう入す

れば,定期券は自動的に出口方向に送られる｡この定期券の移送途

FPで券の読取が行なわれ所定の論理判断がなされる.｡また感人装置

で族客通行を検出し有効券のときはドアが閃き改札が終了する｡

定期券には専用のものを用い,有効j〔即日および有効区間を白黒の

マークにて記入してあり,白黒の光の反射率の差をフォトトランジ

スタで検出している｡論理判断に必要な制御装置はすべて改札機内

に収納されており,シリコントランジスタおよびシリコンマイクロ

モジュールが用いられる｡専用自動化定期券には,従来の定期券も

併用して装着してあるので,各駅,各社で単独に改札の自動化が導

入できる｡また所要面積が小さいので駅のスペースをふさぐことも

ない｡

図1は改札機の外観である｡

図1 電子式

自動改札機

■ 高精度半導体特性自動測定機の開発

近年,､半導体製品の品質性能はもとより生産性の面での進歩は著

しいものがあり,この進歩に伴い,多種多量の製品を高精度で測定

する自動測定機が要求されてきた｡日立製作所は,さきに国産初の

半導体特性自動測定機を開発し,日本電信電話公社電気通信研究所

に納入したがこの経験を生かし,さらに測定範囲が広く高精度の半

導体特性自動測定機を開発した｡今回開発した測定棟と同種のもの

はアメリカで2社が製rFしている程度で,わが国では最高の性能を

有している｡おもな特長は下記のとおりであるJ

(1)測定項目数が多い(項目数36)

(2)測定範囲が広い
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測 制 御
.汁

リーク電流…0.1mA～100mA(測定条件0.1V～600V)

逆耐電圧.‥.‥‥0～600V(測定条件0.1/∠A～500mA)

i白二流電流増幅率‥.1～1,000

(直 流)

直流電流増幅率…1～1,000

(パルス)

順方向電圧…1nlV～10V

(直 流)

順方向電圧‖.1mV～10V

(パルス)

交流電流増幅率1～1,000

〔

〔

〔

測定条件1ん丘=0.1V～50V

Jc=10〃A～5A

測定条件 帆二g二0.1V～50V

ん=1mA～10A

音別定条件 l仁∫=0.1V～50V

ん=10一αA～5A

〕

〕

〕

〔測定条件芸≡.て-ニ芸三〕

〔測定条件?三冒ごごご三〕
(3)半導体の寿命試験に使用することを考慮し信板性に蚕点を

おいた設計になっている｡,また測定ミス時でも極力試料を

焼損することのないよう過電圧過電流i･こ対する防+L策がと

られている.こ.

(4)測定項目設定にはIBMカードを用い,測定結果ほ電動タ

イプによりプリントされると同時に8単位のテープが作成

され,電子計算枚による信煩蛙計算などに便利になってい

る｡

(5)測定回路はビルディソダブロック方式で,測定範囲の拡張

測 機 器 67

新測定一括旨の追加を容易にしてある｡J

(6)測定方式については,新しく開発した直流椙流増幅率測定

回路を採用し,微小リーク電流,交流電流増幅率,直流電

流増幅率(パルス)測定における配線の浮遊容量による影響

などについては,電流駆動方式の改良,配線技術の確立に

より改善が阿られている.-..

図1 高精度半導体特性自動測定機

■ 原子炉集中監視用トランジスタ式

アナンシエータの開発

アナソシェークは工業用各種磯器の異常および故障の集中監視用

に使用されるもので,近年特にその必要性が増大しつつある｡今回

原子炉集中監視用に開発されたアナソシェークはシリコントランジ

スタを使用した無接点方式で,動作の確実性,高信績性,無保守長

寿命,高速性などすぐれた特長を有している｡12の表示窓は1点ご

とに工具なしで取はずしできる構造のため,ランプの交換,点検が

容易である｡また1点当りの表示窓は大小2穐に使い分けができ,

小形窓の使用により同一寸法で24点とすることも可能である〔､

入力は常時開,常時問および無接点のいずれにも適用しうるよう

考慮されている｡動作は異常状態が復帰しても異常表示を記憶して

おくロックイン式と,異常時のみ異常表示を行なうノンロックイン

式に大別されるが,日本原子力研究所材料試験炉(JMTR)の制御装

置にはロックイン式が適用されている｡

(日立評論Vol.48,No.7,83頁)

図1トランジスタ式アナソシュータ

■ パネル面を縮小した空気作動式

調節計と警報付の膜式指示計

従来の63形小形計器シリーズでは,手動自動切換装置は別ユニッ

トになっていたが,最近のパネル面の縮小化,ならびに配線配管の

簡易化の要求に基づき,この切換装置を従来の本体計器の寸法を変

更することなく内蔵させた64形小形計器シリーズを開発した｡

新形シリーズにおいては,記録,偏差検出,調節,l上l動平衡サー

ボ,空気サーボ,手動自動切換などの各機構をユニット化し,それ

ぞれの機構の取付け,取はずしが独立して行なわれるように考慮さ

れている｡このように各部の交換性を高めることにより,たとえば

入力レンジが一枚のプリント板に集約されており,このプリント板

のネジどめ交換により,レンジが容易に変更できるなど,その仕様

を変更したり,付加機能を追加することがきわめて簡単になるとと

もに,保守点検の能率化がほかられている｡

図1 空気式小形調節計

一方PZB71形膜式指示計に対して,警報機構の付加の要求が多い

ため,今回これに改良を加え,上下限2点の警報機構の付加が可能

なPZIi81形膜式指示計を開発した｡
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これは空気サーボ榛構によりマイクロスイッチを直接動作させる

方式のもので,上下限いずれの接点も目盛上任意の値に設定するこ

とが可能であるとともに,設定値はこれと連動する指標により目盛

板上に直示されるようになっている｡

また内部棟構は,動作継続のまま計器前面に引き出すことができ

るので,警報の設定,ならびに保守点検はきわめて容易である｡

■ シリコントランジスタチョッパを使

用した低mV用ETR-32形温度伝送器

従来より工業計測の分野で温度測定に広く使用されているETR-

2形,ETR-22形温度伝送器ほ,標準最低入力電圧9mVを要する｡

しかし,最近でほ測定温度範閉のせまいもの,いいかえれば入力電

圧の低いものの要求が多くなり,ETR-2形やETR-22形では応じ

きれない状態になりつつある｡ETR-32形温度伝送器ほこのような

低入力電圧用として,最低入力電圧2mVを目標に開発されたもの

である｡

本温度伝送器ほETR-2形,ETR-22形と同じく,入出力の直流

的絶縁などの特長を失わず低入力電圧用とするためiこ新たにシリコ

ントランジスタチョッパを採用した｡ある種のシリコントランジス

タをチョッパとして使用し,適当なべース電流で助振すると周囲温

度の変化に対するチョッパのドリフトを極′+､にすることができる｡

すなわち,20℃±20deg.の温度変化に対して±10/gV程度である｡

したがって入力電圧2mVの場合でもドリフトレベル0.025%/℃

に達し,従来の半導体チョッパをはるかにしのぐ高性能となってい

る｡IC穿き§電対で50℃暗が約2.6mV,CA熱電対では50℃幅が

約2.OmVであるからETR-32形温度伝送器を使用することによ

り,従来ほとんど不可能であった

熱電対を使用した測定範岡50℃の

温度計が可能となった｡外形は図

1のようなラック取付形で配線が

計器前面で行なわれ,密着して設

置できるため狭い場所に多数収容

でき,計器室の面積減少にも役立

っており,化学工業や石油化学工

業など鄭定点の多い分野での今後

の需要が期待される｡

図1 ETR-32形温度伝送器

■ 熱間圧延における板厚管理用

r線厚さ計の実用化

熱間圧延機で圧延される赤熱鋼板の厚さを正確に測定することは

圧延作業のうえで重要なことであるが,従来,適当な方法がなかっ

たためファーネスゲージで板の端部の厚さのみ測定しているところ

が多い｡しかし,r線の吸収を利用すれば板の中央部の厚さを圧延

工程を乱すことなく測定できるので,二,三のメーカーでその実用

化が試みられてきたが,過酷な現場条件のため工業的に成功した例

はほとんど見られなかった｡日立製作所が日本鋼管株式会社鶴見製

鉄所へ納入したr線厚さ計も当初は,熱,水蒸気 電気的ノイズな

どの悪条件で,問題が多発して実用にならなかったが,ユーザー,

メーカーの協力で,数年を費やしてようやく完成した｡すなわち,

問題点がひととおり整理された時点で改造し,昭和41年4月より板

厚管理用計器として圧延作業に組み入れられた｡

この計器は4一～32mmの赤熱鋼板の厚さを±1%前後の精度で測

定するもので,設計に当っては設置場所の条件を考慮して検出部フ

レーム掛こは必要に応じてステソレス材を使用し,赤熱鋼板からの

ふく射熱に対しても有効な冷却方式を開発した｡測定方式もできる

だけ単純なものとするため,単一電離箱と直結形トランジスタ増幅

器の組合せで,フィードバック量の変化で厚さの設定を行なうよう

iこした｡操作を簡単にするため,つまみ棋を極力,少なくするとと

もに,圧延ごとに必要な操作個所ほ厚さの三けたディジタ′レ設定の

ふとした｡

使用結果ほ安定な動作を示し,圧延作業上,きわめて有効である

ことが判明したので,引き続き2号摸を製作するとともに,某製鉄

会社からも受注した.｡同じ臼的に使用されるもので,最近,発表さ

れた輸入のⅩ線厚さ計に比べて価格は半分以下となるので,今後,

同種の圧延にほ全面的にその採用が期待される｡

図1 熱間圧延用r線厚さ計検出部

■ 高速道路施工管羊聖用水分計

および密度計の開発

近年,わが国における高速道路の建設はめざましいものがあり,

その施工方法も近代化されて,数多くの新しい機械が導入されてい

る｡施工管理用計器については放射性同位元素を利用するものが注

目され,中性子水分計およびr線密度計が数年前から試用されてい

るが,最近,実用段階に入って,現場向けの直読式のものが要求さ

れるようになった｡

実用されている計器は検出プローブからの電気的パルスをデカト
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ロン5けた表示のスケーラで数えるもので,得られた計数値から校

正曲線を使って土の水分およびかさ密度を求めるため手数がかかっ

て本格的に工事現場で使用するには不適当である｡そこでだれでも

容易に使用できる直読式のものを開発して,本格的利用のすう勢に

呼応できるようにした｡

計器の構成ほ,水分測定にほPB-2A2形表而形水分プローブと

SA-1形レートメータの組合せ,かさ密度測定にはPG-4Al形表面

形密度プローブとSA-3形レートメータの組合せとなっており,回

路はすべてトランジスタ化され,内蔵のアルカリ電池で作動する｡

レートメータの電源スイッチを入れて,ブロープを測定場所iこ置く

だけで水分およぴかさ密度の測定ができる｡水分測定では±2vol

%,かさ密度測定では±0.05g/cma程度の精度が得られる｡とく

に,密度プローブは練源を地中に打込みできるようにして,従来の

表面形密度プローブで見られた接触条件による誤差が出ないように

工夫されている._

′･巧′巧

重要

=_≡.宗家ノーー杓-■一三‾こ∫
一

匁‾二丁表
-ノ

;二′警護-′ち汝

図1 ポータブル形密度計SA-3形レートメータ乱

PG-4Al形線源打込形密度プローブ

■ 新方式テレメータ装置の完成

電力事業,水道事業,その他各種化学工業の発達に伴いテレメー

タ装置も制御装置の一環として広く用いられるようになってきた｡

この市場の要求にこたえるため新たi･こ小形軽量で,電圧平衡方式を

採用した完全静止形の送量器を完成し,すでに各電力会社,水道局

などへ納入好評を得ている｡

(1)TD61形直送用送量器

一次変換器から各被測定量に対応した出力直流電圧を伝送に適

した直流電流に変換する機器で,この直流電流は専用の連絡線を

経て受量側の計器を動作させるものである｡

長距離の連絡線に直接接続されるため,特に出力側の耐圧は

AC2,000Vが必要になる｡帰還回路は直交変換器によりいった

ん交流に変換したのち絶縁トランスを介して入力とつき合わせら

れる｡直流,交流のつき合わせという独特の方式により出力絶縁

が行なわれている｡

出力は高出力インピーダンスの電流出力のため負荷抵抗3kn

までは温度により連絡線の抵抗値が変化しても影響をうけること

なく安定な伝送を行なうことができる｡

また伝送量が同時に多数ある場合にほ,帰線を共通にできるの

で･たとえば伝送量が〃量ある場合に連絡線本数は(柁＋1)本で済

むので経済的価値が大である｡

出力はDC2mAで精度は±0.5プ左を保証している｡

(2)TES｡1形搬送用送量器

一次変換器からの各被測定量に対応した出力直流電圧を衝流波

図1 TD61形 送 量 器

に変換する枚器で,この衝流波により搬送波を変調して既設の電

力線や通信線などを介して伝送され,受量側の計器を動作させる

ものである｡

衝流発生回路として温度係数の小さいものを用いることにより

帰還ループ外とし帰還回路の簡略化を図った｡

出力は12～24c/sまたほ20へ′30c/sで精度は±0.5%を保証

する｡

また上記送量器の開発と同時にテレメータ装置の一環として制御

用受量指示計TS61形(mV入力)およぴTPS61形(衝流波入力)をも

開発した｡

木器は電位差計方式の自動+F衡サーボ機構により動作するもの

で,出力スライド3連,上下限警報接点,振り切れ警敵 ヒューズ

断警報接点および外部信号入力により平衡モータロック回路などを

備え制御用機器として利用価値の大なるものである｡

■ 実験室用2ペン記録計の開発

現在好評を得ているQPD形卓上記録計のシリーズとして,2ペ

ソ記録計を開発した｡この記録計は,機械的にも,電気的にも全く

独立した自動平衡方式を採用した2個のサーボ機構より構成され,

二つのベンほ互いに干渉することなく250mmの記録紙暗いっばい

に移動することができる｡この記録計は,実験室用として,高性

能,多機能性および簡便使用の3点に特に留意して製作したもので

ある｡すなわち,入力は1mV～10Vまで11段の切換えであり,記

録ペソは全目盛幅を1秒以下で移動する｡しかも0.1%という高感

度である｡多機能性という点については,下記の点があげられる｡

零点が記録紙全幅移動可能である｡記録紙送り速度ほ,20mm/b～

240mm/minまでの6段切換え可台巨であり,ドリフト測定のような

遅い現象の記録から,ひん繁に変化する現象の記掛こ至るまでの記
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録測定を可能にした｡また,被測定入力としては,正,負,いずれ

かが接地されている場合と,ある電位をもってフロートしている場

合などが考えられるが,この記録計においては,入力端子に,正,

負,グランド端子の3端子のはかにガード端子を設H‾,ショートバ

ーの入れ換えによって,上記のすべての入力条件を満足させている｡

次に操作を簡単にするため,下記の点に注意が払われている｡す

なわち操作ツマミをすべて前面パネルに集中し,記録ペソの上げ下

げはチャンネル1,2ともそれぞれ独立して前面よりレバーにより操

作できるようにし,記録紙の取り付けも容易にしてある｡

そのはかの特長としては,記録紙が水平送りであるから記録が見

やすく,チェックマークの記入が容易である｡また,ペン先には,

宝石チップを使用しているので,書き味がなめらかであり,耐摩耗

性にすぐれている｡用途としてほ,直流電圧に変換できるすべての

現象の記録が可能であり,温度一圧九速度-トルクの関係の記蘇

論 第49巻 第1号

測定に,特にデュアルカラムガスクロマトグラフ用記録計として最

適である｡

図1 実験室用2ペソ記録計

l 漏電警報器(電気火災警報器)の開発

SGA形漏電警報器を開発し,昭和41年3月,自治大臣および通

産大臣の形式承認を受けて以来,全国各地に多数の出荷を続け,好

評を得ている｡

消防法により,学校･病院･旅館･工場そのほか,多数の人々が

出入し,居住する建築物(耐火建築物を除く)は,火災の発生により

人々の生命に危険を与えるおそれがあるので,火災を未然に防止す

る目的の一つとして,漏電警報器を設置することが義務づけられた口

木器は技術的にほ,600V以下の低圧配線の地絡保護継電器であり,

漏電を検出する変流器と,変流器二次電流を増幅し,補助継電器を

駆動して警報ブザーを鳴らせる本体とから成っている｡

この警報掛こついては,消防庁から詳細な技術基準が出されてお

り,SGA形漏電警報器はこの基準をすべて満足するほか,次のよ

うな特長を有している｡

(1)600V以下の電路の警報･保護方式について適用できる万

能形である｡すなわち,変流器は単相あるいは三相電路へ零相変

流器としてそう入してもよく,また第二種接地線にそう入しても

よい｡また漏電発生時に竿報回路を別に構成することも,あるい

は自動遮断を行なうこともできる｡

(2)トランジスタは2本だけであり,そのほかの回路部品も非

常に少なくして,機器の信桓度を高めている｡しかも,50mAの

漏電電流を正確に検出し,接点容量の大きい補助継電器(通電容

量7.5A)を駆動する｡

木器は今後も,既存の建築物はもとより,新築･増築の建築物に

関して相当量の需要が期待されるし,工場などでは設置義務のある

なしにかかわらず,感電,機器の損傷を未然に防ぐために自発的に

取り付けられているので,新しい需要開拓の余地が十分にある｡

囲1 SGA形漏電警報器

■ 高精度周波数継電器の完成

近年火力発電系統の拡充にともない,負荷の増大,系統故障発生

にともなう一部電源の脱落などに起因する周波数低下から火力楼

器を保護する目的で周波数継電器が用いられ,負荷制限や水火両

系統の系統分離を行ない,電力の安定した供給が図られている○

この目的に用いられる継電器は整定値が定格周波数に近いため,

高精度の必要がある｡従来この種継電器には誘導円板形または円

筒形など電磁形が用いられてきたが,各種影響値が大きく特性の

改善が望まれていた｡

SF形UC-Dl式周波数継電器はこの問題に対処するため設計さ

れたトランジスタ形周波数継電器で,交流の入力電圧の一定位相

角を検出する回路と2進カウソタを組み合わせ,初めの1サイク

ルの検出角から次の1サイクルの同一検出角までの1サイクルの

周期を高精度の限時回路で測定することにより,入力電圧,波形

ひずみなどによる動作値の変化の全くない特性を有している｡こ

図1 SF形UC-Dl式

周波数継電器
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のため影響は温度特性のみに集約することができる｡温度影響値は

部品の選択と回路定数の選定に十分な注意と考察を行なった結果

一10～50℃の使用温度範囲において±0.2c/s以下の値に止め得た

ので,従来の電磁形に比べて1/2～1/3程度の総合誤差とすること

ができた｡また動作時間は100ms程度と高速度であるにもかかわ

らず,限時回路にアナログ形を用いているため,外来のサージ電圧

や電圧の急変などの過度入力に対しミスカウントのような測定誤ま

りは全く存在せず,安定な動作が確認されている｡

本器は約50台が各地電力会社に納入され,実系統運転が行なわ

れており,通電実績を積んでいる｡

■ RSP-2形ラビッドスキャン

分光光度計の開発

世界でも初めてという,復光束形ラビッドスキヤソ分光光度計を

開発した｡測定時間が非常に短いので,化学反応の経過状態なども

とらえることができるということで,主として,酵素化学の分野で

要望されていたが,技術的な問題のためにこれまで実現されなかっ

たものである｡単に"ラビッドスキャン”といわれる製品は外国に

おいて二,三発表されているが,これらはいずれも単光束であるた

め,応用分野は狭く,反応分析には応用できない｡今度開発したラ

ビッドスキヤソ分光光度計は北海道大学,馬場教授らの特許を製品

化したものであって,その特長ほ復光束になっていて完全な吸収ス

ペクトルが得られるという点にある｡したがって開発したいくつか

の新技術の中でも,これが最も重要な点であり,高利得で安定な周

波数特性をもった制御回路を用いている｡これとならんで重要なの

ほ高速波長走査であって,これには電気信号によって任意に制御さ

れる独得な電磁回転駆動機構を用いている｡

測定時間0.15秒,波長範囲220～700m一〃,測定に応じて適当な波

長域を選択することができるし,特定の波長に同定することもでき

るし､表示も透過率(0-100%)と吸光度(0-1.0)の両方が可能で,さら

に単光束にした場合のエネルギスペクトルも求められる｡光源部と

試料室は取りはずし交換可能であるので,種々の応用測定に利用で

きる.｡このように豊富な機能を持っていながら電子回路はすべてト

ランジスタ化されているので非常に小形化されており,取扱いが簡

単である｡

さらに本装置ほ,各種付属装置と組み合わせることによって,種

々の機能を発揮させることが期待できる｡たとえば現在開発中の反

応追跡装置(SWEEP UNIT)は反応時間の読み出しと記録の制御を

A

図1 RSP-2形ラビッドスキヤソ分光光度計

1.5
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0

300 330 360 390 420 450

入(叫上)

図2 アントロンからアントラノールへの異性化反応

行なうもので,最も重要な付属装置の一つである..図2はSWEEP

UNITとメモリスコープを組み合わせて,アントロンからアントラ

ノールへの異性化反応を追跡したもので,スペクトルの変化は下方

から上方に向かい,順に反応開始後0.54秒,1.87秒.4.87秒,9.87秒,

20秒,120秒の値を示しているし)

■ EPトL形赤外分光光度計の試作

近年の赤外分光分析のめざましい発達により,研究対象の波長城

はますます長波長に広かってゆく傾向にある｡しかし現在使用され

ている赤外分光光度計のほとんどはNaClプリズムで波長範囲は

2.5へ･15/∠にすぎない｡これより長波長を必要とする場合はKBr交

換プリズムで25/∠まで測定していたにすぎなかった｡本装置は回

折格子1枚と3枚の透過フィルタを組み合わせたフィルタ回折格子

方式を採用しており,波長範岡は14.3～50′り700～200cm‾1)をカ

バーしている｡簡易形プリズム分光光度計程度の簡便さで取り扱え

るように設計されている｡光学系は収差を最小にしエネルギ利用率

を高めるために非球面錠を採用した｡回折格子ほ30本/mmでフィ

ルタほFl(使用範囲700-､410cm‾1)とF2(410～260cm-1)は基板

がKRS-5の多層膜干渉フィルタ,F3(260～200cm【1)はポリエチ

レンにZnO十BeO＋TIBrの粉抹をねりこんだパウダーフィルタを

使用して高次光を除去した｡検知器には受光面積が0.4×1.5mm2

のCsI窓付真空熱電対を使用した｡この波長域でいちばん問題にな

るのは空気中のH20,CO2の影響が強いことである｡これを除くた

めに光源から検知革までの光路艮をできるだけ短くし,かつ光路長

の約60%を占める分光詩話内は入口にポリエチレン窓を佐川し外部と

の流通をなくし気密にしノてシリカゲルを人れて除湿した′ この結架

乾燥空気でパージすることなく200cm‾1までのスペグト′レを得る

ことができた｡特にH20の影響の強い250～200cm‾1で,より上辻好

なスペクトルが得られるように二乾燥空気のパージができるようにも

配慮した∫ニシ

図1 EPトL形赤外分光光度計
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l K23普及形ガスタロマトグラフ

アメリカパーキンエルマー社との技術提携以来,ゴーレイカラム,

水素炎イオン化検出器,F6形昇温ガスクロマトグラフなどを発売

し,日立ガスクロマトグラフはしだいに市場占有率を向上したが,

さらに今まで未開発の分野であった,普及形ガスクロマトグラフの

開発にも着手した｡

しかしガスクロマトグラフほど応用範囲の広い装置ははかにな

く,分析技術の進歩に沿い将来の発展までも予想してどのような装

置を作るべきかが実はむずかしいものである｡他社製品をも含め

て,従来のように応用動作の行ないにくい装置では,たとえ一種あ

るいは二種の製品を開発しても,将来の発展に追従し得ないと考え

られていた｡結局,応用動作の行ないやすい装置こそ最もすぐれた

装置である｡また普及形ガスクロマトグラフは単能機と考えるべき

ものでなく,低価格化だけをねらうべきものでもない｡実用以上の

仕様をねらわなくともその代位としてできるだけ低価格にしたも

の,非熟練老でも容易に使用しうるよう取扱いを簡単にしたものこ

そ普及形ガスクロマトグラフであるとの考えを確立するのが最もた

いせつであったわけである｡

その考えに基づいて

(1)昇温分析,ゴーレイカラム分析が可能であるのみならず付

属品ほ万能形と共用できること｡

(2)応用流路を組立てやすくし,顧客自身でも容易に行ないう

るようにすること｡

(3)部品の交換および保守を容易にし,顧客自身でも行ないう

るようにすること｡

(4)意味のないツマミヤメータ頬をできるだけ節約し,むしろ

常時運転に必要なツマミだけ手際よく配列すること｡

などの設計方針を確立し,製品化を行なった｡

国内国外を問わず,ガスクロマトグラフの分野において,徹底し

て上記の方針をつらぬいたものはほとんどない｡K23ガスタロマト

グラフの製作原理において内外に一つの方向を示した製品であり,

F6形昇温ガスクロマトグラフに引き続き,市場占有率の向上に大

きな貢献を与えるものと期待されている｡

図1 K23普及形ガスクロマトグラフ

前面パネルは上部に試料注入口,下部には減圧弁,恒温槽

温度の温度調節,注入口用スライダック,電源スイッチ,

TCD用マソテネ一夕,ゼロ調節などのツマミを操作の順に

配列してある｡

t ガスタロマトグラフを直結した

質量分析計

ガスクロマトグラフからの分離流出成分を連続的に質量分析計をこ

導入し,その各成分につき質量スペクトルを得る直結装置に対する

要望は,2～3年前より非常に強くなった｡このたびアメリカパーキ

ンエルマー社との密接な協力の下に,RMU-6D形質量分析計とF-6

形ガスクロマトグラフをキャリヤガス分離器を介して直結した装置

を完成した｡両分析機器を直結するに際しての問題点は,カラム出

口ではぼ1気圧の流出物中,キャリヤガスだけを減圧して,高真空

の質量分析計に試料分を多く導入することである｡このために,

Watson-Biemann形キャリヤガス分離器を使用した｡これはキャ

リヤとして,ヘリウムのような軽いガスを用い,分離器の多孔質ガ

ラス管を通してキャリヤガスの大部分を排気し,分子量の大きい試

料成分を効率良く分析計のイオン源に導入できるものである｡この

結果,キャリヤガスに対する試料の濃縮率として100以上の値を得,

分析中でも質量分析計の真空度を10▲6mmHgのけたに保つことが

できた｡ガスクロマトグラフで順次分離され質量分析計に導入され

る成分のクロマトグラムを観測するために,全イオンモニタを用い,

クロマトグラムの任意のピークに対して質量スペクトルを得るため

の高速磁場走査を行なう｡また高感度記録のために,利得が104以

上ある高感度二次電子増陪管を,さらに広帯域直流増幅器,高速直

記式オシログラフを使用している｡走査系はすべてプッシュボタン

システムにより,記録はすべて連動的にON-OFFされる｡これによ

り質量範囲M/e12～500を約3秒で高速瞬時記録することができ

る｡この装置により,香料煩,ステロイド,アルカロイド,脂肪酸

などをこつき分析を行なった｡この技術は天然化合物の同定やパイロ

リシス分析などの応用分野に有力な手段を提供するものである.｡

図1 ガスクロマトグラフを直結した質量分析計

l 昇圧ガスタロマトグラフの開発
保持時間の差を利用して分離するクロマト法では原理的に連続分析

は不可能であり,沸点範囲の広い複雑な組成の試料では分析に長時

ガスクロマト法はすぐれた分離分析法として多くの難分離性成分 間を要する｡分析を迅速化することは工程管理分析において特に必

の分離に応用されている｡しかし分離カラム中における試料成分の 要とされ,種々の方法が検討されてきた｡昇温ガスクロマト法もそ
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の一つであるれ 温度制御には復雑な装置を必要としまた繰返しの

分析には冷却時間を必要とする｡本研究では迅速化法の一つとして

キャリヤガスのカラム入力圧を制御して流速をプロダラミソグする

ステップワイズ方式の自動昇圧ガスクロマト装置を開発した｡

従来の定圧娼流速クロマト法に比較してキャリヤガスは大洗

速まで用いられるので,流速とカラム効率,カラム内圧力降下

などを考慮して分離カラムおよびプログラミング法を選択する

必要がある｡毛細管カラムがこれらの要求を満妃し,フロープ

ログラミングに最も適している｡図=A)には毛細管カラム

(0.25mm¢×90m,スクアラン)による芳香族炭化水素の分析に

舛仕法を適用した結果を示した｡試料中で最も分離困難なp一

およびm-キシレンが分離溶出するまで最適流速で分析し,そ

の綬糾干して得られた結果である()(B)に示した従来の定圧

止流速法に比較して,分離を少しも低Fさせることなく分析時

間を約ガに短縮した例であるr〕また昇圧法でほ基線ドリフト

が許しく′トさく,後溶出成分ピークの非対称件が改善される｡

マス･レスポンス形のFID検知器を併川すれば界nl′こよって

ピーク高さ感度が著しく増加するく-J

昇温法に比較して装置が簡単であり,上述した特色をもつ本装匠

は工程管理分析用として特に広く応用されるであろう｡

妥掬を.射招塞

警義羞
糊才…昧雛

‾惑′t軍l義亮】三

‾･-‾葵澄

一 重チヱ､書法度;6耽;
■

試料:番手夢凄孝.･'

一奇割安E･≡Ⅰ■〆225･
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図1 アルキルベンゼンの分析例

■115形分子量測定装置の開発

1930f卜,A.Ⅴ.Hillによって案出された蒸気測定法は低分子と高

分十の中間禎域に属する物質の分了▲量を求める方法として,ある

いはまた血清,扶などの浸透圧を測定する方法として注目され,

Brady,Davies,Baldes民らによって数多くの研究が行なわれてきた

カ＼測定操rFが複雑なこと,高感度熱検出素子を必要とすることな

ど,製品化にほかなりの問題があった｡しかし,この方法は溶媒,

および益且度の限定を受けることなく,原理的にはもっとも信板性の

l恥､方法なので,合成化学の進歩に伴ってその執馴ヒを望む声が増

大してきた｡

115形分子量測延装置はそのような変求にノ応じて製品化された新

矧～打-1で,サーミスタ構造,.拭料滴卜機構,セル構造などに独l`lの対

■策を施し,分イ･量のj_迅速簡路側定を｢-J能にした′_,この装置で,測滋

のl｢f現件,安矧生を女配する最大の要lペはサーミスタ先端に供され

る.ン〔料量と,サーミスタを卵む溶媒蒸気もの飽和度である｡在来装置

ではこれらに対する考慮が不足なため操作が複雑になり,正確な測

淀が困難であった｡115形分子量測定装置は蒸気圧測定法の特色を

生かすために,設定温度の任意選択を口J能にしている｡また,試料

溶液の粘性にかかわらず,常に一心液量を供試するため有機添媒か

ら水溶媒まで広範州な溶媒選択ができるしつ そのほか,高感度サーミ

スタの使用により,Raoultの法則にしたがう希薄溶液についての

測定が可能なので,直線性のよい検量線を得ている｡ベンゼソ溶液

ぐミ'4fr】¢

由.

の測定可能濃度範開は7×10-2～1×10■4mol/kgで,これは在来装

程よりもー･けた点い感度である｡希薄溶液についての測定が可能な

ことほ分了･星人なる物宝葺の測定を容易にしでおり,現在,測定可能

分｢量の限界が数万になっているが,今後,高縦セルの開発に伴っ

て,その範朗が拡大され,高分子関係の研究にほ不可欠の武器とな

るものとチ想される｡また,115形分子量測定装置のもつ数々の特

長,たとえば,設定温度の作意選択性,溶媒に対する普遍性などは

単に分子量測定としての応用面ばかりでなく,桁液の熱力′学的な研

究に新しい分野を提供するものと思われる｡

図1115形分子量測定装置

■ リングスタンド式透視撮影台の開発

(1)精密診断用Ⅹ線テレビ専用透視撮影台

消化管のⅩ線診断において,医師がⅩ線被曝されず,そのうえ被

検者の被曝を少なくし,明るい部屋で能率よく精密な検査を行ない

うるⅩ線テレビによる透視法が,蛍光板透視法にとってかわりつつ

ある｡

ここでⅩ線テレビ専用の完全遠隔操作形透視撮影台が要求され,

TH-500はこの目的にそって開発された装置である｡

本装置のおもな特長ほ

(i)リングスタンド式で,テーブルが低く,180度の旋回がで

きる｡

三種煩の異なったフイルム取わくを任意の数だけ予備装て

んし,任意の順序に撮影する｡

高感度のイメージオルシコンテレビを用い,残像のない鮮

鋭な画像を少ないⅩ線量で得られる｡

(iv)すべての操作が遠隔からできる｡
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(2)自動車塔載形胃集団検診用透視撮影台

世論の高まりや政府のてこいれにより,胃ガンの集団検診が各県㌔

で実施され,装置の需要も急激に増加している｡

日立製作所においても昭和40年

にTH-311形透視撮影台を開発し,

その後生産を続けているが,同時期

に医学界において集団検診学会が発

足し,診断法,検診能率,管理など

の諸問題が取りあげられ,その一つ

としてⅩ線管がテーブルの上面にあ

る方式と下面にある方式の検討がな

されているが,結論はでていない｡

日立製作所としてほ両方式の装置を

製作して,拡販する方針を決め,新

たにⅩ線管がテーブルの下面にある

TH-331の開発を行なった｡

おもな特長は

(i)隣室から固定窓を通して透

祝像を観察する

テーブル高さが低い

…
川
.
1
V

V

㌦

テーブルが120比以上旋回する

テーブルローリングの採用(斜仕損影)

透視撮影機構(蛍光板とカメラ)の移動の自動化

轟く

早l

図1 Ⅹ線テレビ申用透視撤影台TH-500 図2 日動車塔載形胃集団検診川

透視撮影台TH-311

■ TC-300RAH形dOco回転治療装置

RIを用いた放射線深部治療装置ほ,全国的ながん制圧体制の推

進とともに重要度を増し,各地の病院で高性能の新鋭枚が設置され

つつある｡われわれは40年度完成したTC-300RA形回転治療装置

を基にして,全遠隔操作方式の高級装置TC-300RAH形を完成

した｡

この装置は線源一一巾】転[‾トト問距離‾′を75cm(TC-300RA形でほ,

図1 TC-300RAH形回転治横装置

65cm)とし,絞り放射口部に種々の補助コリメータを付加してl暮j蟻ミ

操作ができるよう,十分余裕をとってある｡

多段式球面絞りはサーボモータによって駆動され,連動制御器を

付加すれば,回転に伴って絞り開度を1上1動的に変化させだl-J筒状線

虫を創成する吋変絞りとして動作する｡また,対向照射制御器を付

加すれば,遠隔操作によって自動的に2ないし4門の対向多門照射

を行なわせることができる｡さらに,照射中の透過線量率表示およ

びプリセット構貨線量計による透過線量制御ができるオールトラン

ジスタ式の透過線量計も同時に完成した｡

本装置ほ,41年度,島根県1ヒ中央病院,高知県i】(叶一央如j院,安戌

医師会センターに納入され,がん治療に活躍している｡

き喜■_妻ノ‾轡漸:

ノ･二∬霊誓≡彗

図2 制 御 器

■ 密封容器X線自動高速選別装置

本装置ほ高速コンベヤにより連続して流れる缶入ビールをⅩ線に

より個々に検査するものである｡

Ⅹ線ビームを缶入ビール液面の水平方向に照射し液面の高低によ

って得られる透過線量差を差動イオンチャソバにより検出して良
缶,不良缶の判断をし,不良缶のみ圧縮空気でコソべヤ上から排斥

する､〕その検査能力は毎分800缶まで可能である｡

装置ほⅩ線発生器,Ⅹ線制御器,充てん液量検出器,容器位置検

出器,検出回路増幅器および量目不良缶排斥器によって構成されて

おり,その特長は次のとおりである｡

(1)三極式差動イオンチャンバを採用したので液面の上下限

(下限単独も可能)を一台の装置で検査できる｡動作は安定してお

り感度低下がない｡
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(2)検出部を缶入ビールが通過する際1個の缶に対し数度Ⅹ線

を照射して検査するので液面の波■i二たちなどによる誤動作がない｡

(3)電子回路にほすべてトランジスタおよびダイオードを用い

て小形化,安定化し信蛎性が高い()各ブロックごとにスペア回路

を組込み故障時に応急修理ができる｡また回路は使用の都度容易

にチェック可能である｡

本装F酌ま缶ビール,缶ジュースなどのfr-ト入飲料ばかりでなく,紆

入エアゾル薬品,液体洗剤,塗料などの締対韓器充てん物の量目検

査選別にも広く利糊できる｡

お も な仕様

選 別 能 力

検 査 速 度

Ⅹ練炭大出力

上下限選別方式(基準液面高さとの許容黒む

±1～±6mmに調整可能)

下限単一･選別方式(設起レベルほ任意に調整

可能)

直径68mmの桁の場合800糾/分

100kVP,5mA,連続

図1 密封容器Ⅹ線自動高速選別装置
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